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【緒言】 
 近年のテニスは、ラケット技術の進歩や科学的なトレー

ニングの発達によってボールの速度が速くなってきた。特

に、男子プロ選手のフラットサービスは 200km/h 以上の

スピードを記録する程、高速である。宮城らは、握力、背

筋力がフラットサービスの球速に貢献していると報告した。

しかし、スピンサービスはボールを打球するだけでなく、

ボールにスピンをかける必要があるため、フラットサービ

スの球速に貢献していた体力要素がスピンサービスに貢献

しているのかは不明である。そこで本研究は、スピンサー

ビスのスピードとスピン量と、身体特性及び基礎的体力で

ある握力、腹筋力、背筋力、ジャンプ力、肩関節内旋筋力、

肘関節伸展筋力との間にどのような関係があるかを検討す

る。そして、スピンサービスに必要な体力要素を見つけ出

し、テニス選手のトレーニング法の開発や、コーチングに

活かすことを目的とする。 
 
【方法】 
実験は、早稲田大学の某テニスサークルに所属している、

スピンサービスを打てる右利き男子選手8名を被験者とし

た。被験者は、テニスコートのデュースサイドのセンター

マーク付近から、相手サービスコート、センターにスピン

サービスを全力で打球した。サービスの目標場所は、セン

ター方向の正方形の枠（45cm×45cm）の中とし、枠の中

に入ったサービスを成功試技とし、5 球の成功試技が得ら

れるまで打球した。スピンサービスのスピン量測定は、ハ

イスピードカメラ（CASIO社製）（1000Hz）により撮影、

記録し、スピン量を解析した。ハイスピードカメラの設置

位置は、相手コートネット際のセンターとし、ボールをバ

ウンド後方から撮影した。スピンサービスのスピード測定

は、スピードガン（MIZUNO 社製）を用いて測定した。

スピードガンは相手コートのネット付近に配置し、サービ

ススピードの初速を測定した。また、6 つの体力要素（握

力、腹筋力、背筋力、ジャンプ力、肩関節内旋筋力、肘関

節伸展筋力）を測定した。スピンサービスのスピード及び

スピン量と、身体特性及び基礎体力要素（握力、腹筋力、

背筋力、ジャンプ力、肩関節周囲筋筋力、肘関節周囲筋筋

力）との相関をピアソンの相関係数を用いて検討した。 
 

【結果】 
 獲得したデータを表1に示す。 
 
 

 
 
 
 
 
 
スピンサービスのスピードと身長との間に、有意な正の

相関関係（r=0.781、p<0.05）、スピンサービスのスピード

と肘伸展筋力との間に、有意な正の相関関係（r=0.769、
p<0.05）が認められた。その他の項目についてはサービス

パフォーマンスと身体特性、体力要素との間に有意な相関

関係は認められなかった。 
 
【考察】 
 スピンサービスのスピードと身長との間に、有意な正の

相関関係が認められたことから、スピンサービスのスピー

ドのパフォーマンスは、身長の高さに影響を受けることが

考えられる。また、スピンサービスのスピードと肘関節伸

展筋力との間に、有意な正の相関関係が認められたことか

ら、スピンサービスのスピードのパフォーマンスは、肘関

節伸展筋力の高さに影響を受けることが考えられる。スピ

ン量と身体特性及び体力要素の間に有意な相関関係が認め

られなかったことから、スピン量は体力要素ではなく、ス

ピンサービスの打球技術に関係していることなどが考えら

れる。 
 
【まとめ】 
 スピンサービスのスピードとスピン量を上げることで、

スピンサービスの質を高めることができると考えられるが、

6 つの体力要素（握力、腹筋力、背筋力、ジャンプ力、肩

関節内旋筋力、肘関節伸展筋力）を高めることで、スピン

サービスのスピン量が高まるということは明らかにされな

かった。しかし、肘関節伸展筋力を高めることでスピンサ

ービスのスピードが高まると考えられる。スピンサービス

スピードと肘関節伸展筋力との関連性が示唆された。 

表1、サービスパフォーマンスと身体特性及び体力要素 

 


